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研究成果の概要（和文）：妊婦の安全で効果的な歩行を明らかにすることを目的に，正常経過の

妊婦５名を対象とし妊娠５～９か月と産後の歩行動作を三次元動作解析装置，床反力計，筋電

図を用いて分析し，その特徴を明らかにした．その結果，妊娠末期の歩行は，蹴り出しが尐な

く、後方に重心を残したまま、股関節屈曲を増大させることによって前方へ脚を運ぶため、遊

脚相が短くなることが明確になった．これらは，体型変化に対する歩行の適応であると示唆さ

れた． 

研究成果の概要（英文）：In order to clarify safe and effective gait during pregnancy, gait patterns in the 

fifth to ninth months of pregnancy and during the postpartum period were analyzed using a 

3-dimensional motion analysis device, force plates, and electromyograms, involving 5 pregnant females 

with a normal course of pregnancy. Analysis revealed that, during late pregnancy, hip joint flexion 

increases to propel the legs forward with decreased push-off and the center of gravity left behind, 

leading to the shortening of the swing phase. Such a gait pattern may be regarded as an adaptation to 

somatotype changes. 
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１．研究開始当初の背景 

 妊娠中は，腹部の増大に伴い重心が前方移
動することに対し，身体のバランスを保つた
め，そり身の姿勢になりやすい．姿勢や体型
の変化に伴い歩行などの日常生活動作の変
化，腰痛や頸部痛等のマイナートラブルが生
じるとともに転倒のリスクも高まる．また，
抱っこは，前方で子どもを抱くために，妊娠
時と同様の姿勢の変化があるのではないか

と推測される． 

妊娠中やおんぶ．抱っこ時の歩行の変化を
縦断的に分析し，妊娠期や育児期の安全で効
果的な歩行動作を明らかにすることができ
れば，保健指導に有効である． 

 しかしながら，妊婦の歩行を運動学的に明
らかにした研究の歴史は浅く，その数は尐な
い．また，三次元動作解析装置や床反力計を
用いた研究はあるが，筋電図も含めて分析し
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た研究はない．また，その変化を縦断的に分
析した研究も尐数である．さらに，おんぶ・
抱っこによる歩行を運動学的に分析した先
行研究は皆無である．そこで，おんぶや抱っ
こ時の歩行の変化，妊娠経過による縦断的な
歩行動作の変化を運動学的手法を用いて客
観的なデータで明確にすることは，先駆的で
ある． 
 

２．研究の目的 

 妊婦の妊娠経過やおんぶ･抱っこに伴う歩
行動作の運動学および運動力学的特徴を明
らかにし、歩行時に留意すべき点など歩行の
安全性の検証や、ウォーキングなど歩行が妊
婦や育児期にある人に及ぼす効果を明らか
にすることである． 

 

３．研究の方法 

(1)対象 

 正常な妊娠経過の初産婦５名および 20 歳
以上の健康な女性６名である． 

 

(2)測定時期・回数 

 妊婦は，妊娠５～９か月まで，１か月に１
回，及び産後１年以内に１回，計６回である． 

 健康女性は，１回である． 

 

(3)測定方法 

 衣服は，身体にフィットする軽量の半袖・
半ズボンとした．靴は履かずに裸足とした．
測定を行った部屋の床は堅く，平坦であった． 

 妊婦に対しては，年齢，既往歴，現在治療
中の病気，身長，非妊時体重，運動歴，胎動
の有無，腹部の張りの有無，破水・出血の有
無，腰背部の有無，歩行困難感の有無につい
て問診，また，体重，子宮底長，腹囲，体温，
脈拍，血圧，胎児心音を計測し，正常経過で
あることを確認した後，実験を行った． 

三次元動作解析装置，床反力計，筋電図を
同期させ測定を行った 

 三次元動作解析は，Plug-in-Gait Marker 

Placement に従い，左右腓骨外果，左右第５
中足骨間関節，左右膝蓋骨中央の高さで膝蓋
骨の厚さを除く膝関節前後径の中点，左右大
転子，左右上前腸骨棘，L５棘突起，（剣状突
起），Th12 棘突起，C7 棘突起，左右肩峰，
左右耳垂直上，頭頂，左右後上腸骨棘，左右
肘関節，左右手関節，左右第３手指骨頭，オ
トガイ部など 37 か所にマーカー装着し，イ
ギリス Oxford Metrics 社製の三次元動作解
析装置（Vicon）にて測定を行った． 

 床反力計は，日本キスラー株式会社床反力
計で測定した。 

 筋電図は，筋電図は，Noraxon(ノラクソン)

社製表面筋電図 TeleMyo2400 により測定し
た．筋電図センサーは左右の前脛骨筋，腓腹
筋，ヒラメ筋，大腿直筋，大腿二頭筋，外側

広筋，脊柱起立筋の 14 か所に装着した． 

妊婦は通常歩行・早い歩行，遅い歩行の３
種類の歩行の測定を行った． 

 健康女性はモデル人形をおんぶ・抱っこ時
の通常歩行を測定した． 
 
４．研究成果 

(1) 妊娠末期と産後の歩行の変化 

 妊娠９か月と産後の歩行を三次元動作解
析装置，床反力計・筋電図を同期させて測定
した． 
その結果，妊娠末期は産後に比べ単脚支持

期が短く，股関節可動域が大きく， load 
responce における股関節伸展求心性収縮パ
ワーが大きく，腓腹筋筋活動が小さく，重心
の前後のポジションが後方に位置していた．
これらの結果より妊娠末期の歩行は，蹴り出
しが尐なく、後方に重心を残したまま、股関
節屈曲を増大させることによって前方へ脚
を運ぶため、遊脚相が短くなることが明確に
なった．これらは，体型変化に対する歩行の
適応であると示唆された．  
 
(2) 児のおんぶ・抱っこの違いによる歩行の
変化 
 健康女性を対象に 9～10ヶ月の女児の平均
的な体重である 8230g のモデル人形をおん
ぶ・抱っこした状態での歩行の変化を三次元
動作解析装置，床反力計・筋電図を同期させ
て測定した．おんぶは，おんぶ帯を胸でクロ
スさせて正しく使用した状態，クロスさせず
使用した状態の２種類，抱っこは，抱っこ帯
を使用した状態，スリングを使用した状態，
何も用いず抱っこした状態の３種類とし，通
常歩行との変化を測定した． 

その結果，おんぶ帯を正しく用いるおんぶ
は脊柱起立筋への負担が最も尐なく，Toe 
Clearance が小さく，効率的で負担の尐ない
歩行であることが明確になった． 
 
(3)妊婦，非妊婦，模擬妊婦の歩行の特徴 
 妊婦と健康女性を対象に歩行時の筋電図
と床反力計を同期させて測定を行った．健康
女性は，妊婦体験ジャケットを装着した状態
（模擬妊婦）及び装着しない状態（非妊婦）
にて同様の測定を行った．妊婦体験ジャケッ
トは日本家族協会製の物を用い，重さは妊娠
９か月（妊娠 32～35 週）の平均的な体重増
加である 10kgとした． 
 その結果，妊婦・非妊婦は模擬妊婦に比べ
て歩行時の駆動力，衝撃緩衝面において，安
全かつ効果的に筋肉を活動させていた．立脚
安定性，省エネルギー面については，妊婦・
非妊婦・模擬妊婦共に安全で効果的な歩行に
なるような筋活動がみられた．これらから
徐々に体型が変化する妊婦の場合は模擬妊
婦の様に急激に体型変化があった場合に比



べ，衝撃をうまく吸収し，駆動力を生じさせ
るよう筋は効果的に使用されていることが
示唆された． 
 
(4)妊娠経過に伴う歩容の変化 
 妊婦を対象に，妊娠５か月から４週毎に９
か月までの歩行の変化を三次元動作解析,床
反力計を用い,歩行速度,ストライド長／身
長,ケーデンス,歩隔,単脚支持期,両脚支持
期,重心最高位,重心最低位を測定した. 
対象者の体重増加量の変化は，妊娠５～６

か月が最も多く，3.0kg であった．子宮底長
の増加は，妊娠５～６か月と妊娠８～９か月
が最も大きく 6.0cmであった． 
妊娠６か月は他の時期と比べて,歩行速度

が遅く,１分間の歩数であるケーデンスが尐
なく,両足で身体を支持する両脚支持期が長
く,基底面の広さである歩隔が広く,安定し
た歩容であった.今回の対象者では妊娠６か
月は体重,子宮底長が最も増加する時期であ
った． 
以上の結果より，妊娠中の歩行は，体重や

子宮底の増加の大きい時期には安定した歩
容に変化することが示唆された. 
 
(5) 妊娠末期妊婦の歩行速度による歩容の
変化 
妊娠９か月の正常経過の初産婦を対象に，

床反力計を用いて歩行速度，ケーデンス，単
脚支持期，両脚支持期，ストライド長を測定
した．また，三次元動作解析装置を用い重心
位置垂直方向変動幅，toe clearance を測定
した．歩行速度は，通常歩行と早い歩行（通
常歩行×約 1.2），遅い歩行（通常歩行×約
0.8）の３種類とした． 
 その結果，妊婦は早い歩行動作を生成する
ために，１分間の歩数であるケーデンスを多
くし，歩幅であるストライド長／身長を大き
くしていた．そして，早い歩行では両足で身
体を支える両脚支持期が減尐していた．母指
の 床 か ら の 移 動 の 大 き さ で あ る Toe 
Clearance は小さくなると躓きや転倒のリス
クが高くなるが，歩行速度による差は見られ
なかった．以上より，妊婦の早い歩行は躓き
のリスクは他の歩行と同様であるものの，不
安定な歩容であることが明確になった． 
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